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表 1 支援技法と支援対象 














 〇   
来談者中心カウンセリング＋認知行動
療法(SST) 
人間関係の改善  〇   
来談者中心カウンセリング＋認知行動
療法(アサーション) 
人間関係の改善  〇   
来談者中心カウンセリング＋リラクセ
ーション(呼吸調整法) 













急支援のための SC の派遣を要請するという仕組みのもと行われることが多い。 
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(1)火災事故の場合 
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